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研究発表履歴を考慮したスライド再利用支援システムの試作
Implementing a Support System for Slide Reuse Considering History of Presentations
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To easily reuse the presentation slides used in the past, it is necessary to reduce the effort to find slides. In this
paper, we propose a system for supporting finding and reusing user’s past slides with considering her/his history of
an annotation can be added to a slide presentation of the history clues. The research announcement history shows
the comment etc. received from the audience when the date and it announced to have announced. By considering
the history presentations, and support system to facilitate the reuse slides you want to reuse slides discovery.

1. はじめに

研究発表のプレゼンテーションでは，限られた時間内に自分
の研究成果を発表し，聴衆に理解されなくてはならない．その
ためには，聴衆の理解を促進するプレゼンテーション資料の作
成が不可欠である．しかし，発表毎にスライドを 1から作成す
るのには，多くの手間と時間を費やす．そこで，過去に作成し
たスライドを再利用するのが一般的であるが，多くのプレゼン
テーション資料が計算機内に存在する場合，再利用したいスラ
イドを発見するのは困難である．本研究では，ユーザが再利用
したいスライドを発見し，それらを手間をかけずに結合して，
スライドを作成可能なスライド再利用支援システムの試作を
行った．また，再利用したいスライドを発見するために，研究
発表履歴を考慮して，スライドの発見を支援する．
本稿では，２つの支援を行う．１つ目は，ユーザの再利用し

たいスライドの発見の支援である．計算機内に莫大な数のプレ
ゼンテーション資料が存在する場合，再利用したいスライドを
発見するのは困難である．そこで，特定のグループ内（本稿で
は研究室内）でのスライドの発見・再利用について考える．２
つ目は，プレゼンテーション資料を再利用した，研究発表に向
けた発表資料作成の支援について考える．多くのプレゼンテー
ション資料から，再利用したいスライドや文章を抽出し，結合
するには手間を費やす．そこで，蓄積されたプレゼンテーショ
ン資料を視覚的に再利用するため，本システムでは本研究室で
開発したスライドリポジトリを使用する [2]．
本稿では，スライドリポジトリから抽出したプレゼンテー

ション資料を，マインドマップを利用して展開する．マインド
マップを利用することで，多くのプレゼンテーション資料を視
覚的に表示・出力可能なスライド再利用支援システムを実現し
た．しかし，マインドマップを利用してスライドシーンに基づ
き，スライドを展開した場合，本来あるはずのスライド間の前
後関係が消失してしまう恐れがある．そこで本システムでは，
マインドマップ上のスライドを選択することで，本来のスライ
ドの前後を提示させ，スライド間の前後関係を考慮できるよう
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にした．また，ユーザが再利用したいスライドの結合後，細か
な文章等の編集を必要がある．本システムでは，PowerPoint

等のアプリケーションを使用して文章を編集する手間を省く
ため，マインドマップ上でのスライド中の文章の編集を可能と
した．

2. 関連研究

本章では，本稿で扱う２つの支援についての関連研究につ
いて述べる．

2.1 スライド発見支援
本章では，ユーザが再利用したいプレゼンテーション資料を

発見するための支援について考える．
岡田らは，プレゼンテーション資料の再利用性を向上させ，

利用シーン毎に再利用性の一貫性を保つため，プロダクトライ
ン開発方法論を導入している [4]．そのために，ドメインエン
ジニアリング，およびアプリケーションエンジニアリングとい
う観点から再利用性を向上させている．
花植らは，プレゼンテーション・シナリオの倫理構造を導入

して，注釈に基づき，発表者が自分の断片的な考えをまとめる
過程を支援する手法を提案している [6]．
本研究では，ユーザが再利用したいプレゼンテーション資

料の発見を支援するために，研究発表履歴を考慮する．研究発
表履歴とは，プレゼンテーション資料の作成日時，発表を行っ
た場所，発表を行った学会名などを示す．研究発表履歴を考慮
することにより，研究内容以外のユーザの記憶から，プレゼン
テーション資料の発見を試みることが可能となる．また，本研
究では，グループ内でプレゼンテーション資料を共有して，再
利用を行うことを支援する．そのために，プレゼンテーション
資料に，研究発表履歴を付加できるアノテーションシステムを
試作した．
本機能では，グループ内のユーザが，プレゼンテーション資

料をデータベースへ登録するメリットとして，２点存在する．
１点目は，グループ内での研究活動の活性化が期待される．他
人のプレゼンテーション資料を閲覧することにより，多くの知
識を得ることができる．２点目は，システムが提供する知識発
見である．本システムでは，ユーザがプレゼンテーション資料
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図 1: スライドシーンの適用例

をデータベースへ登録することで，ユーザの興味があると思わ
れる論文や，資料を提示する機能を持つ．

2.2 スライド作成支援
本章では，ユーザが新規にプレゼンテーション資料を作成す

る上で必要な，スライド作成の支援について考える．
安村らは，発表論文を利用したスライド作成支援システム

を提案している [1]．これは，学会等ではスライドを作成する
前には，発表論文は既に作成済である点に着目し，既存の発表
論文を再利用し，スライドの作成を行っている．
土田らは，未解決の問題に対して様々な意見やアドバイスを

得るための場である，ゼミナールを活用したスライド作成支援
システムを提案している [3]．ゼミナールは，一度行うだけで
すべての問題が解決するものではない点に着目し，何度も繰
り返し行われるゼミナールを会議コンテンツとして蓄積する．
この蓄積された会議コンテンツをスライド作成時に再利用し，
スライドの作成支援を行っている．
既存研究では論文などの既存コンテンツ再利用を行ってい

るが，本研究は既存プレゼンテーション資料の再利用により，
スライド作成の支援を行う．本稿では，グループ内に莫大なプ
レゼンテーション資料を保持している環境での，スライドの再
利用について考え，2つの課題を扱う．1つ目は，時系列ソー
トやキーワード検索によるファイル検索では，ユーザの望むス
ライドが発見できず，スライドの再利用が困難になることであ
る．2つ目は，多くのプレゼンテーション資料からスライドの
再利用を行う場合，個々のファイルを展開しなければならない
ため，非常に手間がかかることである．
本研究では，スライドリポジトリ内のプレゼンテーション資

料を，ユーザが必要としている再利用したい分野ごとに抽出可
能なシステムを提案する．分野とは，“講義”，“学会”，“ゼ
ミナール”などのことを示す．本稿では，“学会”のスライド
抽出に焦点を当てる．本システムにより，スライドリポジトリ
を利用して学会発表のプレゼンテーション資料を抽出すること
が可能となる．これにより，学会発表スライドの再利用が容易
なスライド再利用支援システムを実現した．

3. スライド再利用支援手法

本章では，本システムが提供するスライド再利用支援のた
めの，スライド発見支援手法，およびスライド作成支援手法に
ついて述べる．

3.1 スライドシーン
計算機内に蓄積されたプレゼンテーション資料は，様々な目

的のために作成されている．作成されたプレゼンテーション資
料は，目的ごとにプレゼンテーション資料内のスライド構成が
異なっている点に着目する．本稿で扱う研究発表のプレゼン
テーション資料であれば，スライド構成が“はじめに”，“背
景”，“目的”，“提案”などの一定の規則にしたがって作成さ
れたものと仮定する．本稿では，この目的ごとの一定の規則に
したがったスライド構成を，スライドシーンと呼ぶ．スライド
シーンに基づき，スライドリポジトリよりプレゼンテーション
資料を検索することで，学会発表のスライドが抽出可能とな

る．また，研究発表のプレゼンテーション資料は，上記のスラ
イドシーンに沿って作成される場合が多いため，抽出したスラ
イド群を，スライドシーンに従って展開することで，スライド
の作成支援を行う．
図 1にスライドシーンの適用例を示す．資料 s3 が“はじめ

に”，資料 s4 が“背景”について書かれたスライドと仮定す
る．このとき，資料 s3 と s4 は“学会”のスライドシーンに基
づくため，資料 p は学会発表のプレゼンテーション資料と推
測可能である [2]．以上のように，スライドリポジトリ内のス
ライドより，スライドシーンに基づき学会発表のプレゼンテー
ション資料の抽出を行い，スライドシーンに基づいてマインド
マップ上へ展開する．

3.2 スライド発見支援手法
ユーザは，再利用したいスライドを計算機内より抽出する

ために，キーワード検索および時系列ソートを主として利用す
る．しかし，一般的に研究者は継続的に同じ分野の研究を行っ
ているため，計算機内の多くのスライドには，共通したキー
ワードが含まれる場合が多い．よって，キーワード検索のみで
は，ほとんどのスライドが検索結果として出力されてしまう問
題があり，ユーザの発見したいスライドを抽出するのが困難で
ある．
そこで本研究では，ユーザの再利用したいスライドの発見を

支援するため，研究発表履歴を考慮する．研究発表履歴とは，
スライドを発見するために手がかりであり，本稿ではスライ
ド内のキーワード，タイトル，著者，作成日時，発表場所，発
表会議名を示す．研究発表履歴を考慮することで，既存のキー
ワード検索等によるスライド発見手法よりも，スライドを発見
できる可能性が向上するのが期待される．

3.3 スライド作成支援手法
学会発表のスライドは，スライドシーンに基づいてスライド

作成を行うのが一般的である．そこで，スライドリポジトリを
利用して抽出したプレゼンテーション資料を，スライドシーン
に基づいて展開可能なシステムを提案する．本システムでは，
学会発表のスライド作成に特化した，スライド再利用支援シス
テムを提供する．
図 2 にスライド再利用支援機能の構成図を示す．スライド

リポジトリ内のスライドを再利用して学会発表のスライドを新
規に作成する際，ユーザは以下の手順を採用する．

(1)：ユーザは，スライドリポジトリより抽出したい分野を
入力としてシステムに与える (本稿では分野を学会とする)．

(2)：スライドリポジトリより抽出した“学会で使用したプ
レゼンテーション資料”を，マインドマップモジュールでスラ
イドシーンに基づき展開する．

(3)：キーワード検索によりプレゼンテーション資料を任意
で更に絞り込み，再利用したいスライドを選択する．

(4)：選択されたスライド群を結合し，ファイル出力を行う．
ファイル出力後，作成されたファイルはスライドリポジトリへ
登録される．
マインドマップモジュールでは，マインドマップを利用し，

スライドリポジトリから抽出したスライドをスライドシーン
に基づき展開する．これにより，ユーザは“はじめに”などの
シーンごとにスライドの作成ができ，シーンごとにスライドリ
ポジトリからスライドの再利用が可能となる．
本システムでは，2つの機能を提供する．1つ目は，スライ

ドリポジトリおよびマインドマップを利用したスライドリポジ
トリ可視化機能である．2つ目は，ユーザが必要とするスライ
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図 2: システム構成図

図 3: プレゼンテーション資料登録画面

ドを抽出し，1ファイルとして統合出力するスライド統合機能
である．

4. システムの概要

本システムは，主に２つの機能を提供する．１つ目は，スラ
イド再利用支援機能である．これは，ユーザが再利用したいス
ライドの発見を支援する機能である．本システムでは，研究発
表履歴である，タイトル，著者，日時，キーワード，発表場所，
および発表会議名を考慮して，スライドの発見を支援する．２
つ目は，スライド作成支援機能である．スライド再利用支援機
能を利用して抽出した，ユーザの再利用したいスライド群を，
視覚的に手間をかけずに作成するのを支援する機能である．本
システムでは，スライド群を視覚的に提示するため，マインド
マップを利用する．マインドマップ上に展開されたスライドを
選択するだけで，スライドの作成が可能となる．

4.1 スライドリポジトリ可視化機能
スライドリポジトリ可視化機能とは，スライドリポジトリ

から抽出したスライド群を，視覚的に表示するインタフェース
である．このインタフェースを使用することで，ユーザは画面
上の必要なスライドを選択し，再利用が可能となる．
本システムでは，スライドリポジトリから抽出したスライ

ド群をツリー構造化する．ツリー構造の可視化には図解表現技
法であるマインドマップを使用する．マインドマップとは，表
現したい概念の中心となるキーワードやイメージを図の中央に
置き，そこから放射状にキーワードやイメージを繋げていくこ
とで，発想を延ばしていく図解表現技法である．本システムで
は，マインドマップシステムとして Freemind ∗1 を採用して
いる．

∗1 http://freemind.sourceforge.net/wiki/index.php/MainPage

図 4: システムインタフェース

図 5: スライド編集画面

マインドマップを利用することで，“はじめに”，“背景”，
“目的”などのスライドシーンごとに，スライドを展開するこ
とが可能となる．これにより，ユーザはスライドの新規作成時，
スライドシーンごとにスライドの再利用ができ，個々のファイ
ルを展開して再利用する手間が解消される．
システムの実行例として，図 4に，システムのインタフェー

スを示す．マインドマップの中心には，ユーザが入力したキー
ワードを配置する．なお，マインドマップの中心には，他の研
究発表履歴を配置することも可能である．入力された研究発表
履歴に関連したスライド群を，スライドシーンに従って放射状
に展開する．また，個々のスライドをクリックすることで，本
来のプレゼンテーション資料内の，前後スライドを表示するこ
とができる．ユーザは，マインドマップ上の再利用したいスラ
イドを選択することで，スライドの作成が可能となる．
マインドマップ上のスライドを，そのまま再利用するのは

困難であるため，PowerPoint等のアプリケーションを利用し
て，スライドの編集を行う必要がある．本システムでは，スラ
イド統合後の細かな文章編集の手間を省くため，マインドマッ
プ上でのスライドの編集を可能とした．スライド編集時のイン
タフェースを図 5に示す．なお，HTMLタグを使用すること
で，スライド内への画像の挿入や，フォントサイズ，カラーの
指定も可能である．
スライドシーンに従ってスライドを展開し，スライドの再

利用を試みるとき，ある問題が発生する．それは，個々のプレ
ゼンテーション資料中にある，本来のスライド間にある前後関
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図 6: 本来のスライドの前後関係を考慮

図 7: 本システムにより作成したスライド例

係がなくなってしまう問題である．ユーザが再利用したいスラ
イドのみを選択してしまうと，個々のスライドの内容が孤立し
てしまい，スライド間の関係を持たせるための編集が必要と
なる．そこで本システムでは，マインドマップ上で選択したス
ライドに対して，本来の前後のスライドを提示する．これによ
り，ユーザは個々のスライドの前後関係を考慮しながら，スラ
イドの再利用が可能となる．

4.2 スライド統合機能
スライド統合機能とは，スライドリポジトリ可視化機能で選

択されたスライドを統合し，ファイルへ出力するシステムであ
る．システムが作成したプレゼンテーション資料を，図 7に示
す．本システムで出力するファイルは，XHTML ファイル形
式のことを示す．XHTML ファイルを採用することで，様々
なプラットフォームで使用でき，ブラウザがあれば閲覧可能
であるため，専用アプリケーションが不要となる．Freemind

を用いたマインドマップファイルを XHTMLへと変換するた
め，本システムでは elementtree∗2，および mm2s5∗3ライブ
ラリを利用している．XHTMLファイルのスライド採用に伴
ない，CSSと JavaScriptを利用してWebブラウザ上でのプ
レゼンテーションツールを実現した．XHTML化時にまとめ
読みを考慮し，1つの XHTMLファイル内に全スライドを切
り替え表示する方法を採用した．1つの XHTMLファイルを、
div要素あるいは見出し要素単位で複数のスライドに見立てて
いる．スライドの切替時には，クリックやキー操作イベントで
JavaScript を起動し，表示するスライドブロック切り替えを
行っている．
出力した XHTMLファイルをブラウザ上で閲覧したものを

図 3に示す．XHTMLファイルとMicrosoft社の PowerPoint

などの専用アプリケーションのファイルとの相違点として，ファ

∗2 http://effbot.org/zone/element-index.htm
∗3 http://code.google.com/p/mm2s5/

イル内のスライド間のリンクが可能な点がある．また，画面左
下に Prev, Nextボタンがあるが，画面上をクリックすること
でも，スライドをめくることが可能である．

5. おわりに

本研究では，計算機内・グループ内において，プレゼンテー
ション資料が混在された環境下にて，スライドリポジトリよ
り学会で使用したプレゼンテーション資料の抽出を行った．ま
た，ユーザが再利用したいスライドの発見を支援するために，
研究発表履歴を考慮して，スライドの検索を可能とした．これ
により，スライドの発見のために．既存ではキーワード検索や
時系列ソートなどによる手法よりも，ユーザがより発見しやす
い環境が期待される．
スライドの新規作成時，マインドマップを利用することに

より，スライドシーンに基づき作成を行うことが可能となる．
これにより個々のファイルを展開してスライドの再利用をしな
ければならない手間を解消した．また，スライドの再利用時，
本来あるはずのスライド間の前後関係を消失しないよう，マイ
ンドマップで本来のプレゼンテーション資料の前後スライドを
表示させた．学会発表に向けたスライドの作成時，スライドリ
ポジトリより学会発表のプレゼンテーション資料を発見するこ
とが期待できる．
出力するスライドファイル形式として XHTMLファイルを

採用したことにより，プラットフォームに囚われず，専用のア
プリケーションが不要な環境でファイルの閲覧が可能となった．
本稿では，“ 学会”のプレゼンテーション資料の再利用を

行ったが，スライドシーンを変えることにより，さらに，“ 講
義”や“ ゼミナール”などのプレゼンテーション資料も再利
用可能になる．また，本稿で扱った研究発表履歴以外の履歴を
考慮することにより，ユーザはより再利用したいスライドの発
見を支援することが期待される．
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